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平 成 ２４年 度 予 算 執 行 の基 本 方 針  

 

 平 成 ２４年 度 予 算 編 成 は、白 川 村 第 6 次 総 合 計 画 の実 現 に向

け、初 年 度 である平 成 ２３年 度 実 績 を検 証 し、よ り着 実 なステップア

ップを進 めていくこと。さらに、村 長 マニュフェストに掲 げた 3 本 の目 標

「子 どもたちが増 え」 「仕 事 があり 」 「元 気 で過 ごせる」を柱 とした 「いつ

までも住 み続 けたい村 へ」の実 現 に向 けた村 づくりを進 めていくことを

踏 まえて予 算 編 成 を行 いました。  

予 算 編 成 基 本 方 針 としまして、１． 「過 疎 債 の活 用 」とし、白 川 村

過 疎 地 域 自 立 促 進 計 画 書 に掲 げた事 業 を精 査 し 、過 疎 再 延 長

期 限 までに事 業 を完 遂 すること 。 ２ ． 「補 助 金 交 付 」とし 、補 助 金 交

付 団 体 の活 動 状 況 を精 査 し、メ リハ リのある予 算 編 成 を実 施 するこ

と 。 ３ ． 「産 業 構 造 改 革 」 とし 、雇 用 の確 保 並 びに地 場 産 品 の創 出

を図 り、必 要 に応 じて原 材 料 や試 験 費 などの経 費 を計 上 すること 。

４． 「経 費 の抑 制 」とし 、経 常 経 費 の削 減 を図 るため、消 耗 品 は、補

助 金 に関 わるものなど特 別 の事 由 を除 き総 務 課 にて一 括 計 上 し管

理 すること。５． 「少 子 化 対 策 」とし、片 親 家 庭 並 びに 3 人 目 以 降 の

児 童 、園 児 、生 徒 に要 する学 校 給 食 費 及 び保 育 料 を免 除 する方

向 で計 上 すること 。 ６ ． 「ボランティア組 織 及 び人 材 育 成 」とし、地 域

コ ミ ュニティの維 持 を目 的 に、ボランティア組 織 の立 ち上 げについて

検 討 すること。７ ． 「世 界 遺 産 集 落 の保 全 」とし、茅 の自 給 率 を向 上

させるための対 策 を計 上 すること 。 ８ ． 「職 員 手 当 の見 直 し 」 とし 、職

員 の時 間 外 手 当 の拡 大 並 びに管 理 職 手 当 の増 額 を計 上 すること 。

以 上 ８項 目 について重 点 項 目 として基 本 方 針 に掲 げました。  
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 それでは、平 成 ２４年 度 白 川 村 決 算 の概 要 についてご説 明 申 し上

げます。  

 

一 般 会 計 の歳 入 決 算 額 は、対 前 年 度 比 ８億 ５ ， ９ ２ ３万 円 増 額 、

２９ .０％増 の３８億 ２，１１８万 円 になりました。 7 つの特 別 会 計 の歳 入

合 計 額 １１億 ７，７ ０５円 を合 わせた村 の歳 入 総 額 は、対 前 年 度 比 ８

億 １，５４９万 円 増 額 、１９ .５％増 の 4 ９億 ９，８２ ４万 円 です。  

これに対 し、一 般 会 計 の歳 出 決 算 額 は、対 前 年 度 比 ７億 ８， ７ ５

９万 円 増 額 、２７． ０％増 の３７億 ２万 円 になりました。特 別 会 計 歳 出

合 計 １１億 ３，４１１万 円 を合 わせた村 の歳 出 総 額 は、対 前 年 度 比 ７

億 ４，８９７万 円 増 額 、１８．３％増 の４８億 ３，４１４万 円 です。  

歳 入 歳 出 ともに前 年 度 よりも ２割 弱 の増 額 となった要 因 としまして

は、保 有 基 金 を見 直 し 、よ り効 果 的 かつ効 率 的 に活 用 できるよ う ４

億 ６， ７ ７ ４万 円 を財 政 調 整 積 金 へ積 み直 ししたことによります。また、

村 民 の安 心 安 全 を図 るため平 成 ２ ３年 度 より進 めております、防 災

行 政 無 線 設 備 デジタル化 改 修 工 事 事 業 や、村 道 及 び橋 り ょ う改

良 事 業 など公 共 事 業 が主 な要 因 であります。  

 

平 成 ２ ４年 度 の一 般 会 計 繰 越 明 許 費 は、村 単 独 事 業 による庁

舎 耐 震 補 強 改 修 事 業 、村 道 椿 原 芦 倉 線 改 良 事 業 、飛 騨 白 川 Ｐ

Ａ排 水 路 復 旧 事 業 及 び、国 の緊 急 経 済 対 策 交 付 金 による村 道 戸

ヶ野 島 線 改 良 事 業 並 びに、村 道 鳩 谷 小 呂 線 改 良 事 業 。以 上 ５事

業 、１億 ８，３９２万 円 、内 、一 般 財 源 ５，４１８万 円 となっています。  

よって、歳 入 歳 出 差 し引 き額 １億 ２， １ １ ６万 円 から、翌 年 度 へ繰

り越 す一 般 財 源 を差 し引 いた、実 質 収 支 額 は、６ ，６ ９ ８万 円 で、標

準 財 政 規 模 からの割 合 から算 出 する、実 質 収 支 比 率 はやや低 めの

３． ３％となっています。財 政 調 整 基 金 を６億 ７ ， ０ ２ ４万 円 積 み立 て

ていますので、実 質 単 年 度 収 支 は６億 ９ ， ０ ７ ７ 万 円 とな り 、収 支 は



 

 3 

安 定 しているといえます。  

 

一 般 会 計 の歳 入 決 算 のうち、最 も大 きなものは「地 方 交 付 税 」の

１ ３億 ９ ８ ９万 円 で、対 前 年 度 比 ２億 ９， ９ ７ ３万 円 増 額 、２ ９ ． ７％増 、

歳 入 全 体 の３４．３％を占 めています。地 方 交 付 税 のうち「普 通 交 付

税 」は、対 前 年 度 比 ３億 ６５ ２万 円 増 額 、３５． ０％増 の１１億 ８，２１ ０

万 円 です。これは、基 準 財 政 需 要 額 に算 入 される経 費 のうち、 「地

域 経 済 ・雇 用 対 策 費 」が昨 年 度 に引 き続 き大 きく盛 り込 まれ３億 ６ ，

１ ４ ２万 円 が算 入 されています。一 方 、基 準 財 政 収 入 額 では、村 税

のうち減 価 償 却 等 の減 収 額 １， ３ ８ ９万 円 が影 響 し、交 付 税 に対 す

る増 額 の要 因 となっています。  

 

2 番 目 に大 きなものは「村 税 」の７億 ２，９８４万 円 で、対 前 年 度 比

４， ５ ０ ５万 円 減 額 、５ ． ８％減 、歳 入 全 体 の１９ ． １％を占 めています。

村 税 の内 、大 規 模 償 却 資 産 税 が最 も大 きく ４億 ４，４ ５８万 円 で、対

前 年 度 比 ２，１８１万 円 減 額 、４．７％減 となっています。  

 

「国 庫 支 出 金 」及 び「県 支 出 金 」は、あわせて、対 前 年 度 比 １億

２，３ ０ １万 円 増 額 、３８． ３％増 の４億 ４，３ ９ ４万 円 です。主 な内 容 は、

道 路 整 備 事 業 等 の社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 、荻 町 伝 統 的 建

造 物 群 保 存 事 業 補 助 金 などとな りました。一 方 、減 額 の主 な内 容

は、政 府 の経 済 対 策 事 業 として交 付 された地 域 活 性 化 ・きめ細 か

な交 付 金 ２，５６８万 円 が減 額 されたことが要 因 となりました。  

 

「 繰 入 金 」は 、対 前 年 度 比 ３億 １ ６ ５万 円 増 額 、 １ ４ ０ ． ５％増 、 ５

億 １ ， ６ ２ ８万 円 となり 、収 入 全 体 の１３ ． ５％になりました。繰 入 金 額

が大 きくなった理 由 は、保 有 基 金 の見 直 しを行 い財 政 調 整 基 金 へ

積 み直 しを行 ったことによります。また、繰 入 金 の主 な内 容 は、環 境
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美 化 基 金 繰 入 金 １億 １， ３ ０ ０万 円 、地 域 福 祉 基 金 繰 入 金 １億 ２ ０

０万 円 、橋 りょ う基 金 繰 入 金 ９， ７ ０ ０万 円 、小 学 校 基 金 繰 入 金 ５，

７ ２ ８万 円 、世 界 遺 産 合 掌 造 り集 落 保 存 基 金 繰 入 金 ４， ０ ９ ７万 円 、

地 域 活 性 化 ・光 をそそ ぐ基 金 繰 入 金 ６ ８ ５ 万 円 等 を繰 り入 れまし

た。  

 

「諸 収 入 」は、対 前 年 度 比 ３，１ ６ ６万 円 増 額 、２８． ２％増 、１億 ４，

４１１万 円 となり、収 入 全 体 の３．８％になりました。主 な内 容 は、白 山

林 道 料 金 徴 収 等 管 理 事 業 ５ ， ９ ９ ７万 円 、中 小 企 業 融 資 預 託 金

回 収 金 ３， ０ ０ ０万 円 、岐 阜 県 市 町 村 振 興 協 会 市 町 村 交 付 金 １，

２３２万 円 になりました。  

 

「村 債 」は、対 前 年 度 比 １億 １ ， ５ ８ ８万 円 増 額 、４ ６ . ０％増 、３億

６ ， ７ ７ ９万 円 とな り 、収 入 全 体 の ９ ． ６％になりました 。主 な内 容 は、

臨 時 財 政 対 策 債 １億 ４，７８９万 円 、過 疎 対 策 事 業 債 ハード事 業 に

よります児 童 公 園 整 備 事 業 債 ３， １ ９ ０万 円 など１億 ３ ， ３ ８ ０万 円 、

同 じく、過 疎 対 策 事 業 債 ソフト事 業 によりますマイクロバス運 行 業 務

委 託 事 業 債 など６ ４ ０万 円 。また、辺 地 対 策 事 業 債 によります平 瀬

幹 線 舗 装 補 修 工 事 事 業 債 ３，３ ０ ０万 円 など３，６ ３ ０万 円 になりまし

た。  

 

その他 、歳 入 項 目 において 「分 担 金 及 び負 担 金 」は、常 備 消 防

職 員 派 遣 負 担 金 ７０４万 円 増 により、対 前 年 度 比 ３４．２％増 、２，１

５ ５余 万 円 になりました。 「使 用 料 及 び手 数 料 」は、せせらぎ公 園 施

設 使 用 料 が対 前 年 度 比 １， ７ ６ ８円 増 額 、 2 ６ . ５％増 、 ６ ， ６ ８ ４万 円

などによ り 、対 前 年 度 比 １ ， ８ ２ ９万 円 増 額 、 ３ ０ . ２％増 、 ７ ， ８ ９ １万

円 となりました。  
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以 上 が、平 成 ２４年 度 一 般 会 計 歳 入 決 算 の主 な概 要 です。これ

らの収 入 により、行 政 運 営 、並 びに第 6 次 総 合 計 画 に基 づく重 点

施 策 を実 施 し一 定 の成 果 を得 ることができました。  

 

つづきまして、一 般 会 計 歳 出 決 算 のうち、実 施 した主 な事 業 等 に

ついて説 明 申 し上 げます。  

 

平 成 ２ ４年 度 の歳 出 における投 資 的 経 費 は、前 年 度 よ り継 続 し

実 施 しました防 災 行 政 無 線 設 備 デジタル化 改 修 工 事 事 業 １億 ９，

３ ８ ０万 円 、平 瀬 幹 線 舗 装 補 修 工 事 ８， ３ ７ ３万 円 、荻 町 伝 建 地 区

保 存 事 業 費 ６， ０ ２ ２万 円 、村 道 木 谷 稗 田 線 稗 田 橋 改 良 事 業 ５，

０ ０ ０万 円 などを支 出 しました 。 この他 、村 道 荻 町 戸 ヶ野 線 改 良 事

業 ３， ３ １ ３万 円 、村 道 木 谷 稗 田 線 改 良 事 業 ２， ７ ９ ５万 円 などに支

出 しました。村 単 独 による主 な事 業 は、旧 小 学 校 施 設 解 体 経 費 ４，

１ ４ ３万 円 、庁 舎 耐 震 補 強 改 修 事 業 ３， ４ １ １万 円 、児 童 公 園 整 備

事 業 ３，２９５万 円 などを支 出 しました。  

 

この他 の歳 出 につきましては、第 6 次 総 合 計 画 の政 策 の項 目 に

沿 ってご説 明 申 し上 げます。  

 

 「美しい自然を守り活かす村づくり」として、県が平成２４年度より賦課した

森林環境税を財源に用いて、せん孔性害虫駆除対策など林地の荒廃を未

然に防ぐため清流の国ぎふ森林・環境基金事業に５１２万円、健康な公団造

林整備を目的として公団造林事業１３７万円、また、イノシシやカラスなどから森

林や農地を守るため鳥獣被害防止総合支援事業に１１９万円など補助事業を

活用して実施いたしました。美しい沿道景観づくりのために、継続的に花街道・

花いっぱい運動推進事業５２２万円を支出しました。この他、間伐事業補助金、

環境保全監視委員事業等を実施しました。 
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 「住みやすい生活環境の整備」として、し尿処理に５５０円万円を支出して

います。一般廃棄物処理実施計画の策定や、家庭用生ごみ処理機購入

費の一部補助など、ゴミの再資源化並びに減量化対策を進めたことにより、

リサイクルハウス運営経費が前年比１５７万円減額し３２３万円と効果が表れ

ています。一方、塵芥処理費が前年比３５８万円増額し１，６５７万円を負担

しています。増額の要因としては、職員の減に伴う業務委託料の増額が主

な要因でした。また、昨年度は村内において不法投棄が６件発生しました。

不法投棄対策として、不法投棄ができない環境づくりを構築するため、廃棄

物監視モニターや県環境課と連携しパトロールを強化するなど対策に努め

ました。  

 

 「次世代のための地球環境を守る」として、環境保全意識の醸成を図るた

め、昨年度よりトヨタ白川郷自然學校に協力をいただき進めています「ふるさ

と博士 」認定制度について、制度設計費３００万円を支出しています。なお、

平成２５年度中に試行運用したのち本格実施を進めてまいります。村民の

皆さまには自然環境の大切さを学ぶ機会として取り組んでいただきたいと思

います。  

 

 「魅力を高める地域基盤づくり」として、道路交通網の確保  

は村民の生活を支え、生活上の利便性を高めるための重要課題として、平

瀬幹線舗装補修事業８，３７３万円、村道木谷稗田線稗田橋改良事業５，

０００万円、村道荻町戸ヶ野島線改良事業３，３１３万円、村道木谷稗田線

改良事業２，７９５万円、鳩谷小呂線改良事業２，６４１万円など、道路橋り

ょうに係る改良費２億 ７，５３４万円を支出しています。また、橋 りょう長寿命

化計画に基づき有家ケ原橋、長瀬橋、稗田橋の３橋に係る橋梁補修詳細

設計１，５５８万円を支出し、計画的に橋梁補修を進めてまいります。  

 生活路線の維持を目的として、加越能バス運行経費２９２万円、濃飛バス

運行補助経費８１万円を支出しました。また、㈱白鳥交通による白川～郡
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上八幡間の運行が継続されており、郡上市方面への公共交通の確保がな

されております。この他、村の公共交通整備の遅れを補うための施策として、

マイクロバス運行業務委託事業６８２万円を支出し、公的団体等の活動に

要する移動手段を支援しています。  

 

 「暮らしを支える生活基盤づくり」として、簡易水道特別会計へ１，０２３万

円、下水道特別会計へ２，８０８万円を繰出し、上下水道の整備と維持管

理を進めました。特に、下水道特別会計では、し尿処理に係る経費削減を

積極的に進めており、浄化槽共同処理を進めるとともに、白川クリーンセン

ターの機器等の健全化を図るため長寿命化計画を策定し、維持管理経費

の削減に努めています。  

 情報通信網整備につきましては、お客様にインターネットを活用した情報

提供を進めるため、おもてなし国際化補助事業を創設し２９万円を支出して

おります。また、防災行政無線の老朽化により平成２３年度より進めておりま

す防災行政無線設備デジタル化改修事業に対し１億 ９，６２６万円を支出

しており、これにより昨年の他国からのミサイル発射問題において全国瞬時

警報システム（Ｊ－ＡＲＥＲＴ）と連携し対応いたしました。  

 

 「安心 ・安全な村づくり」として、東日本大震災やゲリラ豪雨など全国的に

発生するなど防災対策が喫緊の課題となっており、災害を想定したハザー

ドマップの作成費用として５６７万円を支出しました。併せて、約 １０年ぶりと

なります総合防災訓練を実施したところ、消防団をはじめ多くの村民の皆さ

まにご参加いただきました。日頃から防災意識を高めるための訓練や意識

啓発等を積極的に進めていきます。  

高山市へ常備消防業務負担金として８，８２７万円を支出しています。ま

た、非常備消防に係る事業では、平成２６年８月に本村にて県消防操法大

会開催が決定したことにより、大会開催経費に係る費用を積み立てるため

岐阜県消防操法大会運営基金を創設し、３ヵ年をもって１，５００万円を目
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標に５００万円を支出しました。なお、消防機器設備購入計画を見直し機

器設備整備費用の削減に努めております。  

 冬期間の生活道路確保のための除雪業務委託事業は、１億 ４４３万円と

なりました。また、老朽化した除雪車を更新するため除雪車整備事業１，３６

９万円を支出しました。また、前述いたしました平瀬幹線舗装補修工事では

融雪装置の改修を合わせて実施いたしました。  

 交通量の増加に伴い交通事故等の危険が増加しています。子どもたちの

通学路の検証や交通安全の啓発を進めるとともに、道路環境の改善を図

ってまいります。  

 

 「健康な村民で賑わう村づくり」として、岐阜県清流国体及び清流大会が開催

され、村では炬火リレーが行われました。また、デモスポーツとしてウォークラリー

を開催し多くの村民が楽しまれました。こうした中、小中学生の児童生徒が高山

市ビックアリーナにて開催されたハンドボール大会を観戦しました。   

住民の基本健診やがん検診などを含めた住民健康診査委託事業に３４０万

円を支出しました。また、子宮頸がんワクチン接種促進事業１６７万円等を実施

いたしました。この他、筋力トレーニング事業３５６万円を支出するなど継続した健

康づくり事業を進めました。 

   

 「安心できる医療の村づくり」として、福祉医療費助成事業では、県単福祉医

療１，０５２万円に加え、村単独福祉医療２３９万円を支出し、児童医療事業の

拡充を図ることにより子育て支援を行いました。また、人工透析者移動支援事業

２８８万円を支出しました。 

 診療所医療設備の充実を図るため電動診察台など２３２万円を支出しました。

また、医師の往診用車両の老朽化に伴う車両整備費用１８４万円を支出してお

ります。休日診療並びに救急医療体制の確保を図るため、１５９万円を高山市

へ負担金として支出しています。 
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「ぬくもりのある福祉の村づくり」として、予てより集落座談会等において、地域

の助け合いとして、若者が高齢者世帯の屋根雪下ろしをしていただくよう話し合

ってまいりました。こうした中、一部の地域が屋根雪下ろしボランティ組織を立ち

上げ力をお寄せいただきました。心より感謝申し上げます。また、今後もこうした

取り組みが広がることを期待しております。  

高齢者福祉の充実に向けた取り組みとして、社会福祉法人愛知慈恵会の協

力による生きがい支援活動通所事業４６０万円、高齢者福祉事業として居宅介

護支援事業所運営経費１８０万円、ホームヘルプサービス事業３４０万円を支出

しました。また、高齢者へのサービスとして、社会福祉協議会による独居高齢者

等配食サービス事業や飛まわり会による昼食配食サービスなどの活動が行われ

ています。 

子育て世帯への子どものための手当支給事業では、国の算定基準に基づき

２，９４４万円を支給しました。特別支援学級の児童・生徒へ就学支援事業とし

て、住民生活に光をそそぐ交付金基金を活用し３２４万円を支出しました。 

特に、新たな取組として第３子以降並びに母子や父子世帯に対し、保育園料

の無料化、並びに小中学生に係る給食費免除制度を創設しました。 

 

 「世界遺産の村づくり」として、荻町重要伝統的建造物群保存修理事業５，

４６５万円を支出しました。また、荻町幹線舗装改修に伴い側溝の改修を合わせ

て実施するため１，９０２万円を負担しました。 

 村外に居住されておられる合掌造り家屋所有者より、荻町地区内の合掌造り

家屋１棟を村に寄贈いただき、当該宅地について買い上げを行いました。また、

村外に持ち出された旧東家が解体を予定されたため、家屋部材の寄贈を受け

ました。こうした受入れのための運搬費に６８４万円を支出しました。 

 合掌家屋の屋根材である茅の自給率を上げるため、１５９万円を投じて馬狩地

内にて茅場３，０００㎡を新たに造成し栽培並びに育成研究を始めました。  

 荻町地区にあっては、集落内の交通対策に向けた自主規制として、平成２６

年４月より観光車両乗入規制のご決断をいただきました。世界遺産保護の観点
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からご英断いただき心から感謝申し上げます。村としまして、今後の交通対策を

はじめ世界遺産保護へ努力してまいります。関連した事業としまして、旧荻町駐

車場跡地利用計画策定事業１１３万円をはじめ、荻町駐車場木橋改修事業等

環境整備を進めています。 

平成２３年度より３ヵ年計画にて文化庁の全額補助事業を活用し、９０８万円

の開催経費をもって踊り街道フェスティバル事業を開催しました。今回は岐阜県

知事にもご出席いただき「獅子舞大競演」と題し全国の獅子舞を披露しました。

また、この事業に関連し観光計画策定関連経費として５４４万円、並びに民謡等

文化継承事業として１９０万円の事業を行いました。  

 

「人が行き交う村づくり」及び「質の高い観光業の育成」では、東日本大震災

の影響を受け観光客入込数が減少しました。こうした減少は海外からの観光客

の減少数が著しいことから、近隣自治体と共同で海外における観光ＰＲや国内

外メディアの視察対応など積極的に進めました。平成２４年度実績では、対前年

度比７．３万人増の１３８万人と着実に回復しています。 

中学生の海外研修事業は、８５８万円を支出し９月１４日より８日間の日程で

実施しました。この事業は１９回を数え英語教育をはじめ異文化教育を目的に

進めてまいりました。村の将来を担う子どもたちの成長に欠かせない体験すること

ができるものと継続していきたいと考えています。  

大白川野営場管理事業として１１２万円を支出し、給水配管修繕を実施しま

した。 

 

「自立した農林水産業の村づくり」として、村の郷土である森林や農地を守り

育てるのは農林業を中心とする第１産業です。村の世界遺産というブランドを活

用して次の基幹産業となり得る農林業の基盤を積極的に進めるため、積極的な

営農者が農業機械購入に係る費用に対し、ぎふクリーン農業整備事業２４２万

円を補助しました。また、国庫補助金等を活用して農地等の保全や向上並びに

地域コミュニティの活性化等の共同活動へ支援する農地・水環境保全向上活
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動支援交付金事業７５６万円を交付しています。新たに農業従事者を目指す新

規就農者に対し、技術の習得や経営安定を支援するために青年就農給付金７

５万円を交付しています。 

 林業に関しましては、公団造林の育林に適した造林地の整備を目的として、

公有林整備事業１３７万円を支出し約６．５ha の除伐等整備を行うなど、森林環

境整備を実施しました。 

  

 「地域経済を支える産業の発展」として、強い産業基盤を育てるためには、観

光を軸として、農業や加工業など裾野がひろい第６次産業化を目指す必要があ

ります。こうした取り組みを積極的に進めるため、庁内に産業振興プロジェクトチ

ームを発足させ、約１年間をかけ白川村６次産業化ビジネスモデルの作成検討

を進めた経費として９８万円を支出しました。また、世界遺産というブランド力を企

業誘致に結び付け企業誘致を進めることを目的として、政策顧問の設置費用等

を含む企業誘致政策関連経費として６６９万円を支出しました。こうした取り組み

により、企業誘致に向けての協議が着実に進めることができました。 

 旧小学校校舎を活用した企業誘致を進めるため、旧小学校教室棟改修工事

として１，７３４万円を支出して改修を行いました。  

 村の基幹産業の一つである土木・建設に関わる普通建設事業は、社会資本

総合整備事業など財源を伴う公共事業を優先的に進め、主に改修や改良事業

等に約４億５，０００万円の支出となっています。今後、林業や観光業と結び付け

るなど土木・建設業の活性化を検討してまいります。 

 白川村商工業振興資金預託金３，０００万円、白川村商工会をとおして貸付を

行いました。 

 

「新村民と現村民の定住促進」について、近年の交通網の発達から通勤圏が

拡大しており、村内に居住しながら安定した職を得ることが可能となったことを受

け若者等就職者通勤助成事業として昨年度よりも対象者２名増の１０名の方へ

２１６万円を支出しました。 
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 「親と子が共に育つ環境づくり」として、我が国では少子化が大きな問題となっ

ており、本村においても大きな課題として取り組んでいます。結婚支援事業５０万

円を支出し、合コンや街コンなどの交流の場を提供する事業を実施しました。  

昨年度ご検討をいただきました旧学校下検討委員会からの答申を受け、旧

小学校施設解体工事費用として４，１４３万円を支出し、跡地を活用した児童公

園整備事業３，２００万円を支出し、公園整備を行いました。 

就学児童年齢前の子どもを抱える保護者のニーズに対応し、昨年度より実施

しました保育受け入れ時間の延長や土曜保育が年間３０１名の利用があり、前

年度より利用者が増加しました。 

保育園入園前のお子様をもつ保護者を対象とした、乳幼児学級の開催、保

育園父母の会を対象とした幼児家庭教育学級の開催などの取り組みに加え、

妊婦を対象とした助産師による講演や相談会などを開催し、出産を控えた妊婦

の不安を解消する新たな取り組みを行いました。 

 

 「個性ある子どもたちを育む学校づくり」として、白川小学校並びに白川中学校

は、基本目標に「心豊かで、たくましく、ひとりだちする子の育成」として小中一貫

教育をスタートいたしました。こうした取り組みを広く発信し改善を図ることを目的

に、自主公表会を開催し県内外から教育関係者に授業を公開いたしました。

「小中一貫教育が教室掲示だけでなく、単位時間の中で位置付いており学習の

進め方が子供たちに定着している」など好評を博していました。また、小中一貫

教育の柱の一つである「地域の文化を知ろう」の中で、体育祭において地域の

方々から地区毎の民謡を習い、全校生徒が地域の方々と一緒に民謡を踊るな

どの取り組が行われています。小中それぞれの校長先生をはじめ、教職員には

負担をお掛けいたしますがご努力いただきたいと思います。 

 子ども会活動について、「ひとりだちする子」を目標としてジュニアリーダー育成

のための研修実施を行っています。新たな取組として、沖縄県読谷村の子どもた

ちとの交流事業を開始しました。今回は読谷村から小学６年生が冬のライトアッ

プや村民スキー大会等に参加するなど交流会を開催しました。  
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  「生涯学び続けられる環境づくり」として、高山中日文化センターと連携しヨガ

教室、絵手紙教室、キッズダンスの３講座４教室の生涯学習講座開催経費４７

万円を支出しました。また、ジュニアスポーツ活動支援事業８０万円をそれぞれ

支出しました。 

 

 「結の心で助け合う村づくり」として、旧学校下検討委員会へ交付金２０万円を

支出し、旧校舎を利活用した地域づくりについてご検討をいただいています。こ

の中で、高知県と兵庫県へ先進地視察を実施しました。今後、旧校舎が地域に

活用いただき、まちづくりの拠点となることを期待しています。  

 

 「村民全員で築く村民参加の村づくり」として、公約に掲げました村長カフェを

全８回開催しました。特別職による地域座談会及び、課長職を含む地域座談会

を全２回＊６会場にて開催し、村民のおひとりおひとりから貴重なご意見をいただ

きました。 

 村のホームページにつきましては、前年度にホームページ改修に向けた対策

会議の考えを基にリニューアルを行いました。ホームページ再構築事業５５６万

円を支出しデザインの変更や情報管理等を委託しました。また、広報しらかわ作

製経費２３７万円を支出し、村民皆さまへの情報提供手段のひとつとして親しん

で読んでいただけるよう質・量ともに充実した内容となるよう努めています。  

 

 「信頼される共同の役場づくり」として、村では第５次行政改革大綱に基づき、

１１の主要項目の改革に向けて職員一丸となって取り組んでいます。こうした取り

組みは、白川村行政改革懇談会へ報告し、進捗状況等に関してご意見を伺う

体制を整え進めています。 

 白川村例規集の全面的に見直しを行い、条例改正並びに閲覧が容易にでき

るようデジタル化を進めるため白川村例規集デジタル化事業６，３８４万円を支出

しました。 

 庁舎は災害時にける防災拠点の役割をはじめ、地域の拠点として重要な役割
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を果たすため、庁舎耐震補強改修工事３，４１１万円を支出し、事業の一部を翌

年度へ繰り越しています。 

 

 

 つづいて、特別会計の主な事業を説明申し上げます。  

 

特別会計では、国民健康保険特別会計直診勘定において、医師用往診車

整備事業１８３万円、平瀬・白川両診療所に係る全自動高圧蒸気滅菌器整備

事業２０４万円、白川診療所に係る電動診察台整備事業９７万円を支出し整備

しました。 

簡易水道特別会計において、経年の汚水処理によりろ過地のろ過材等が汚

れていたため、ろ過池の洗浄を行うための大郷・牧ろ過池改修工事９８７万円を

支出しました。 

 

公共下水道特別会計においては、村内浄化槽及びし尿を白川クリーンセンタ

ーにて共同処理に向け計画策定のため汚水処理施設共同整備事業５７７万円

を支出しました。また、同施設の機械電気設備等の健全化を調査し、設備の修

繕計画を策定するためクリーンセンター長寿命化計画策定事業に７９７万円を

支出しました。 

 

 他の特別会計では、特に大きな事業はありませんでした。  

 

 以上の事業等の執行によって、第６次総合計画に掲げられた政策の達成及び

取組に努めてまいりました。これらの事業は、内容を精査し、緊急性が高く、大き

な効果を発揮するものを優先的に実施しました。
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 つづいて、一般会計から特別会計への繰出金についてご報告申し上げます。  

  

 繰出し金の金額の多い順に、公共下水道特別会計へ４億２，３１６万円、温泉

開発特別会計へ５，２６５万円、介護保険特別会計事業勘定へ２，７３４万円、

白弓スキー場特別会計へ２，６７８万円、簡易水道特別会計へ２，０２１万円、国

民健康保険特別会計直診勘定へ１，９２１万円、国民健康保険特別会計事業

勘定へ９４０万円、後期高齢者医療特別会計へ１，４８９万円となっています。な

お、介護保険特別会計サービス事業勘定への繰出金はありませんでした。  

 これらの繰出金の総額は、対前年度５，５２４万円減額、８．５％減の５億９，３７

６万円となっています。 

 特別会計は、独立採算の趣旨に鑑み、公共性を保ちながらも民間経営の手

法を取り入れるなどして、改革に取り組み、収益性の向上を図っていきたいと考

えております。 

 

 つづいて、借入金及び基金の状況についてご説明申し上げます。  

 

 平成２４年度末現在における一般会計の借入金現在高は、２９億２，７８８万円

となっています。公共下水道特別会計が２億６，２６９万円、簡易水道特別会計

が４億５，６４５万円、温泉開発特別会計が１億７，０１４万円、白弓スキー場特別

会計が１，５４８万円、国民健康保険特別会計直診勘定が１，３１６万円でした。 

 一般会計と特別会計をあわせた村の借入金現在高の合計額は３８億４，５８２

万円となり、前年度末現在高に比べ３億１，８４４万円減額となりました。 

 一般会計借入現在高３８億４，５８２万円の内、１１億２，５３１万円は臨時財政

対策債であり、償還費用は全額国が負担するものであるため、差し引き借入残

高は２７億２，０５１万円となります。 
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村の基金残高は、一般会計と特別会計をあわせた合計額が、対前年度比１

億９，９００万円増額、９．０％増の２４億２，２４７万円となりました。 

その内訳としましては、財政調整基金が６億７，０２４万円増額の１９億１，０２４

万円。減債基金は、前年度同額の２億２，０００万円。その他特定目的基金は、

４億７，３５３万円減額の１億２，４０６万円。また、定額運用基金が３，３００万円。

特別会計にかかる積立基金は２２９万円増額の１億３，５１６万円となっています。 

 

最後に、財政健全化指標のうち、「実質公債費比率」が前年度比５．５ポイン

ト改善し２．３％となりました。平成 20 年度以降、起債の抑制に努めるとともに、

繰上償還を積極的に実施したことにより改善が図られました。今後においても、

健全財政の維持に努めてまいります。  

 

以上をもちまして、平成２４年度白川村一般会計及び特別会計の歳入歳出

決算に係る主要な施策の成果について報告申し上げるとともに、今後も健全か

つ堅実な自治体運営の推進に努めてまいります。  

 

終わりにあたり一言申し上げます。私はこの白川村がいつまでも住み続けた村

を標榜しております。ご承知のとおり、本村は急峻な山々に囲まれ雪深い地に位

置しています。こうした環境において、産業を興すための弱みと考えるか、強みと

考えるか、また、村がチャンスとして捉え有効に活用できるもが何かについて、村

民をはじめ多くの方々と話合い検証し検討してまいりました。私の想う一つの結

論として、村民の誰もが広く潤い、持続的かつ強い産業構造の構築する必要が

あり、そのためには世界遺産ブランドを基軸として、第１産業並びに第２次産業

の創造と育成強化を図る。つまり、村民をはじめ行政や村外企業等が力を合わ

せ、６次産業化を目指す新たな産業構造を構築する必要があると考えます。  

村民皆さまが、１０年後の白川村を考え、アイデアと行動で村づくりに参加する

村づくりを進める所存ですので、村民の皆さまのご理解とご協力をいただきます

よう、何卒よろしくお願いしたします。  


